
第
戒
鼻
骨

r-、
原

著
』」

松

チI'

四
二
ニ

♀
用
品
世
就

五
八
）

k
F
C
田
島

2
5
9口
三

2
固
な

oyoロ
同
ロ
己
目
甘
口
許
島
由
『
』

E
目
白
骨
］
向
。

r
oロ
d
z

－2円∞庄一
F

同
u
s
g
（口
H
k
r
r
g日］
E
戸間
・
吋
吋
O
同
・
り
円

ω・
吋
回
ロ
笹
口
｝
阿
世
）

田
広
伸
『
ιιmmo
品。『

K
F
国
何
回
件
。
冨

2
z
E白
色
角
田
町
z
r
m
m宮
内
戸
。
ω

z
－－
vr『
。
忠
一
の
ロ
ω
・

N
Z『

」

1
8
巴
H
a

・
吋

g
目
。
国
P
E
E－

横
隔
膜
紳
経
ノ
解
剖
率
的
及
ピ
組
織
準
的
知
見
補
遺

京
都
帝
国
大
撃
解
剖
聞
学
教
室
（
主
任
舟
岡
教
授
）

大
串
院
皐
生
、
響
皐
士

松

井

義

古住

緒

凡
ソ
一
ノ
脳
脊
髄
紳
経
ノ
横
断
面
ア
見

y
＝
第
二
衣
神
経
束
ノ
数
束
A

上
神
経
鞘
旦
｝
5
5
5・5
5

束
三
史
一
外
神
経
鞘
旬
。
ニ
E
U
H
E
B
g
a
E
E
ニ
ヨ
リ
ノ
ア
包
括
セ
ラ
レ
ア
一
究
ノ
神
経
束
ヨ

y
ナ
Y
ヲ
常
ト
ス
、

然

Y
ニ
青
柳
氏
ノ
研
究
－
一
ヨ
レ
バ
、
唯
濁

y
横
隔
膜
神
経
一
一
於
ア
A

全
然
他
ノ
紳
経
ト
其
ノ
趣
ヲ
異
－
一
ジ
、
該
神
経
A

其
ノ
全
長

唯
一
ノ
第
一
一
脚
経
束
ヨ

y
ナ

y
（
勿
論
内
神
経
鞘
出

E
。ロ。ロ
H

．－ロ
E
ニ
ヨ

yeプ
敷
野
－
一

一匝八
7
セ－ブ

y
、
ト
雄
毛
唯
一
ノ
外
紳
経
鞘
－
一
ヨ

y
－
プ
包
－
 

括
セ
－
フ
レ
二
衣
束
ア
形
成
ス

y
コ
ト
ナ
ジ
ト
）
。
却
チ
氏
ノ
人
鰹
材
料
八
屍
中
唯
一
例
、
即
チ
二
十
一
歳
悶
刀
屍
左
側
胸
部
一
一
一
F

第
二
柿
鰹
束
－
一
ヨ

9
－
プ
構
成
セ
－
プ
V

タ
y
横
隔
膜
一
脚
経
幹
ヲ
見
タ

y
以
外
A

、
皆
軍
一
ノ
紳
鰹
束
ヨ

y
ナ

v
y
ト
云
プ
。

翻
ツ
ア
考
フ

Y

－
一
、
横
隔
膜
紳
粧
根
ノ
起
始

A
一
一
般
ニ
軍
一
ナ

Y

コ
ト
多
カ
ラ
ズ
、
之
レ
ヲ
文
献
－
一
徴
ス
M
Y

－－

F
2
8
A
横
隔
膜
紳
経
－
一

ジ
テ
葉
ノ
起
根
ヲ
第
四
頭
紳
経
由
一
ノ
ミ
有
ス

Y

毛
ノ

ω∞
蕊
－
一
シ
ア
、
爾
僚
ノ

S
oま
A

ご
佃
或
A

二
個
以
上
ノ
頚
神
経
－
一
起
始
ス
グ
’
コ
ト
ヲ
記

載
セ

7
0
而
シ
ア
同
一
一
顕
紳
鰹
ヨ

y
A
又
常
－
一
唯
一
一
傑
ノ
起
根
ア
以
ア
接
ス

Y

モ
ノ
ニ
非
ズ
ジ
ア
、
時
ト
ジ
ア

A
二
僚
叉

A
二
僚
以
上
ノ
起
根

ヲ
見
Y
コ
ト
稀
ナ
ラ
ズ
。

言

ニ
ヨ
リ
ノ
ア
総
括
セ
ラ

Y
、

第
二
衣
神
経



而
シ
ア
横
隔
膜
神
経
ニ
ジ
ア
二
健
或
A

二
僚
以
上
ノ
起
根
ヲ
有
ス

Y
場
合
－
一
於
－
プ
夫
レ
等
ノ
合
致
ス
M
F

ャ
、
直
チ
ニ
単
一
ノ
紳
経
束
ヲ
構
成

ス
ペ
シ
ト
三
勾
ヘ
ラ
レ
ズ
、
向
二
傑
又
A

二
傍
以
上
ノ
該
紳
経
起
根
ノ
、
一
神
経
幹
一
一
癒
合
ス

Y
高
骨
ノ
モ
頭
部
－
一
限
ラ
V

タ
M
F

モ
ノ
－
一
非
ズ
、

同
S
F
A
二
個
又

A
二
佃
以
上
ノ
起
根
ノ
屡
々
胸
膝
下
部
－
一
至

y
－
ア
始
メ
ア
癒
合
ス

U
Y
7
目
撃
γ
、
？
5
5
4〈

A
叉
第
四
頚
紳
鰹
－
一
盛
ス

Y
横

隔
膜
紳
経
ノ
一
根
A

起
始
後
間
モ
ナ
ク
分
離
ジ
ア
、
二
枝
ト
ナ
リ
胸
陸
上
部
一
一
至

y
再
ピ
合
一
ス
M
F

モ
ノ
ア
Y
ヲ
見
タ

9
0

コ
レ
ニ
ヨ

Y

毛

横
隔
膜
紳
経
ト
雌
毛
亦
頭
部
及
ピ
胸
部
ヲ
通
ジ
、
其
ノ
全
長
三
旦
9
e
プ
常
－
一
軍
一
ノ
神
経
束
ヨ

y
構
成
セ
ラ

Y
ト
稀
ス
M
F

青
柳
氏
ノ
所
見
A

直

チ
－
一
首
肯
ジ
難
ク
、
該
神
経
幹
A

俊
二
毎
常
軍
一
神
経
束
ヨ
ソ
ナ
Y
ト
ナ
ス
モ
向
少
ナ
ク
ト
モ
二
健
以
上
ノ
起
根
ヲ
有
ス

Y
場
合
－
一
於
－

7
1

該
川
経
根
ノ
肉
眼
的
合
一
候
直
チ
二
期
微
鏡
的
一
一
軍
一
ノ
紳
経
束
ヲ
形
成
セ
ザ
Y
ペ
ク
二
定
走
路
ノ
後
始
メ
－
ア
癒
合
ヲ
見
Y
ペ
ク
、
其
ノ
以

前
－
ご
於
ア
A

必
ズ
ヤ
他
ノ
紳
経
－
｝
於
ケ
Y
ガ
如
ク
ニ
個
或
A

ニ
個
以
上
ノ
二
衣
束
ノ
存
在
ス

Y
モ
ノ
ナ
Y
ペ
シ
。
以
上
ノ
関
係
ヲ
明
瞭
ナ
ア

ジ
メ
ン
タ
メ
余
A

本
研
究
ヲ
企
ア
タ

9
0

芯
J 

一寸

ア

表

ffei髄番貌 年齢（身長） 性別 備 考

第一統 10ヶ月胎児 ♀ 雨 餌iJ

第二就 ( 48.0crn) ♀ 爾 側

第三競 (46恥 rn) ♀ 爾 狽1

第四貌 8ヶ月胎児 t 右側ノミ

第五就 9ヶ月胎児 ♀ 爾 個『

第六競 9ヶ月胎児 t 雨 銀リ

第七競 10ヶ月胎児 ♀ 爾 領リ

第 ，Lf皮 9ヶ月胎見 合 雨 ilUJ 

第九競 (35.0cm) ♀ 爾 領t

第十競 9ヶ月胎児 ♀ 左側ノミ

第十一競 7ヶ月胎児 ♀ 爾 領1

材
料
。
材
料
A

凡
ア
京
都
帝
国
大
皐
解
剖
皐
致
室
ニ
於
ア
4
0

Y
コ
1

Y
」
液
中
ニ
数
年
間
貯
臓
セ
ラ
レ
タ

Y
初
生
児
並
－
一
比
較
的
成
熟
セ

y
胎
児
ノ
十
一
屍
二
十
側
ヨ
叫
ノ
ナ

y
年
齢
及
ピ
維
娠
月
数
ノ
不
明
ナ
M
F

毛
ノ

エ
A

葉
ノ
身
長
胃
ノ
附
記
セ

y
。
（
第
一
表
）

胎
児
又
A

初
生
児
－
一
一
於
ア
A

凡
－
ア
末
梢
神
経
ノ
繊
細
ナ
Y

ニ
闘
－
フ
ズ
余
ノ

好
シ
デ
上
記
材
料
ヲ
選
定
ジ
タ

y
？
全
神
経
長
E

一
亘
廿
ノ
ア
頴
微
鏡
的
研
牽
ア

途
グ
Y

ニ
好
都
合
ナ
ラ
ジ
メ
ン
ガ
タ
メ
ナ

9
0
余
A

便
宜
上
鎖
骨
ヲ
境
界
ト

ジ
ア
頭
部
並
－
一
胸
部
ヲ
匝
分
セ

y
。

研
究
方
法
。
余
A

鋭
利
ナ
Y
解
剖
万
ト
四
倍
ノ
蹟
大
鏡
ト
ヲ
用
ヰ
ア
局
所
－
－

蓬
ジ
細
密
ナ
Y
注
意
ノ
下
－
一
葉
ノ
起
根
ヲ
求
メ
、
他
紳
経
ト
ノ
蓮
絡
－
一
留
意
ジ
タ
Y
後
全
長
三
日
一

9
ア
之
レ
ヲ
男
裁
uv
、
「
バ
－
ア
フ
ィ
ン
」
包
癌

第

第
＃
州
島
哲

F『
原

箸
』」

松

弁

四
二
三

（
第
参
披

五
九
）



第
＃
川
島
せ

，..、
原

著

松

井

エ
オ
ジ
シ
」
複
染
色
法
ヲ
施
ジ
タ

y
。

四
二
四

（
第
参
競

大

O
）

法
－
一
ヨ

9
4
7
横
断
蓮
績
裁
片
ア
作
製
uv
、
「
ヘ
マ
ト
キ
シ

9
ン、

－
横
隔
膜
紳
経
ノ
起
一
揖
エ
就
テ

H
L
M

】百三ニ
S

A
其
ノ
三
十
二
例
中
十
二
例
印
チ
ヨ
u
ま
ュ
炉
、
手
ノ
横
隔
膜
紳
経

A
唯
第
四
頭
神
経
－
一
ノ
ミ
其
ノ
起
根
ヲ
費
ス
U
Y

ヲ
見
、
且
又
二
個

以
上
ノ
起
根
ヲ
有
ス

Y
毛
ノ
ト
雌
モ
宵
第
四
頭
紳
経
－
一
其
ノ
主
根
ヲ
援
ジ
屡
々
第
三
、
時
ト
ジ
ア
A

第
五
頭
紳
経
－
二
小
根
ヲ
有
ス
U
F

ヲ
普

通
ナ

y
ト
謂
ァ
、
叉
開
店
ロ
担
。
ュ
ヨ
ジ
バ
横
隔
膜
神
経

A
g・
。
ミ
ュ
炉
、
－
プ
其
ノ
起
根
ヲ
第
四
頚
神
経
－
一
接
シ
、

g
・0
甲
小

A
第
四
第
五
ノ
雨
顕
神

経
ヨ

y
時・
0
w
ご
第
三
、
第
四
及
ピ
第
五
ノ
三
頭
神
経
ヨ

y
、
又
呂
田
f
u
A
第
三
及
ピ
第
五
ノ
雨
頚
紳
経
－
一
其
ノ
起
根
ヲ
求
メ
、
稀
レ
ニ

A
其

ノ
他
ノ
頚
紳
経
又
A

第
一
肋
聞
神
経
－
一
起
始
ス
U
Y

モ
ノ
ア

Y
ヲ
見
タ
？
ト
云
ァ
。

国
担
］
］

2
A
横
隔
膜
紳
経
ノ
起
根
ヲ
舌
下
紳
経
－
一
有
ス

Y

毛
ノ
五
例
ヲ
見
、
其
ノ
一

A
下
行
枝
分
枝
直
前
ノ
舌
下
紳
経
幹
－
一
、
一

A
舌
下
神
経

ト
迷
走
紳
経
ト
ヲ
連
結
ス

Y
交
吻
枝
ヨ

y
、
他
ノ
三
例

A
舌
下
紳
経
ノ
下
行
枝
－
一
葉
ノ
起
根
ア
見
タ

9
ト
報
ズ
、
又
巴
E
L
E
A
横
隔
膜
神

経
A

時
ト
ジ
ア
其
ノ
起
根
ノ
一
枝
ア
副
神
経
－
一
盛
ス

Y

コ
ト
ア

Y
ヲ
記
載
セ

y
。

今
余
ノ
例
ニ
就
ア
之

ν
ヲ
見
u
y

－
一
第
二
表
ノ
如
シ
。

表

様E神経起様
右 左 言玉

右

i四l 恨tl 合計

，，，ーー・・・・・・・・ー司ーー

第 1 。 1 

頚

経紳 10.0%) ・（5.0%)

第第
2 4 6 

三四
頚頚
紳市中

・， 20.0~6) (40.0%) (30.0%) t！経

一
jft第第

1 1 三凶:Ii. 。
顕頭頚

経紳紳経神経 (10.0%) (5.0%) 

第第
6 5 11 四五

頭頚

経神神経 (60.0%) (50.0%) (55.0%) 

第第第 1 。 1 
凹五六
頚頭頚

4紳llH紳E紳~~ (10.0%) (5.0%) 

第

卸
チ
例
数
何
レ
毛
多
カ
ラ
ズ
ト
雄
モ
余
ノ
調
査
ア

F
ロ
grrp
及
ピ
同
g
u
g
ノ
欧
洲
人
－
一
就
き
プ
ノ
調

査
成
績
ト
比
較
ス

Y
－
一
、
欧
洲
人
－
一
ア

1
7
A
横
隔

膜
紳
経
－
一
シ
ア
其
ノ
起
根
ヲ
唯
ダ
軍
－
一
第
四
頚
紳
粧

品
ノ
ミ
費
ス
M
F

毛
ノ
お
ま
ヲ
算
セ
ジ
ニ
拘
－
フ
ズ
余
ノ

日
本
人
－
一
就
キ
ア
ノ
調
査
－
一
一
於
－
Y
A
斯
ク
ノ
如
キ
例

二

A

一
回
タ

9
ト
毛
遭
遇
セ
ザ

y
ジ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

唯
ダ
一
個
ノ
頚
神
経
－
一
起
始
ス
M
F

横
隔
膜
神
経
ア
第



ム
ハ
例
左
側
ノ
唯
一
例
ニ
於
ア
質
見
セ
ジ
二
一
過
ギ
ズ
。
郎
チ
本
例
－
一
－
ア
A

横
隔
膜
神
経
A

比
較
的
強
大
ナ
Y

一
根
ヲ
以
－
ア
第
三
頭
神
経
－
一
起
始

シ
、
直
チ
ユ
一
小
枝
タ
分
離
ジ
、
該
小
枝
A

側
下
方
－
一
走

y
ア
第
四
頭
神
経
－
一
至

2
プ
之
レ
ト
蓮
結
シ
ア
一
蹄
係
krロ
g
ヲ
構
成
ス

Y
ヲ
見
タ

9
0
（
第
一
国
）

---.N. phrenicus. 

N. hypogl. 

R. descend. 

C.N 一＿＿＿＿＿.，.

第 園

IV. C.N 

III. C.N 

C.N v. 

II 

Gangl. c. med. Trunci 
Sympath. 

Gangl. c. inf. 

G. th. I 

N. pbrenicu自

第 二 園

而
U
J

－
プ
第
四
第
五
ノ
雨
頭
神
経
由
一
其
ノ
起
根
ヲ
有
ス

Y
毛
ノ
最
多
ニ
ジ
ア
賞
－
一

u
q（）
ゆか

ヲ
算
ジ
、
第
三
第
四
ノ
南
神
経
－
一
起
始
ス

Y
モ
ノ

之
レ
ニ
衣
ギ
（
ω
0
0
ま
）
、
而
ジ
ア
第
三
第
四
第
五
ノ
三
頚
神
経
－
一
起
根
ス
グ
’
モ
ノ
A

唯
第
十
一
例
左
側
－
一
於
ア
之
V

ヲ
見
タ

Y

－
一
一
過
ギ
ズ
口

第
成
品哲

F『

原

著
L」

非公

弁

ーーーー”FIII.ぐ.N

IV. C.N‘ 

VI. C.N 

V. C.N 

凶
ご
五

（
第
参
就

大
一
〉



第
成
品
位

F『

原

著
』」

木公

弁

四
二
六

（
第
参
貌

ムハニ）

向
第
九
例
右
側
二
一
於
－
Y
第
四
第
一
主
ノ
雨
顕
一
脚
艦
－
一
其
ノ
起
根
ア
求
ム
U
F

外
向
第
六
頚
神
経
ヨ
H
J

費
ス

Y

一
小
根
ヲ
胸
腔
上
部
－
一
一
於
ア
紳
経
幹

－
一
併
合
ス

Y
ヲ
見

y
。

又
第
七
例
右
側
ニ
ア
A

第
四
頭
一
神
経
ヨ

y
強
大
ナ
Y

一
根
、
又
第
五
頚
紳
経
ヨ
リ
ノ
三
小
根
ァ
獲
得
セ

Y
外
、
街
舌
下
紳
経
ノ
下
行
枝
ヨ

y
、

一
小
根
ノ
来

y
－
ア
紳
経
幹
－
一
合
一
ス

Y
ヲ
見
夕
日
ノ
。
（
第
二
闘
）

上
記
廿
例
中
左
右
調
講
的
ニ
起
始
ヲ
有
ス
U
Y

モ
ノ
A

左
右
南
側
共
第
四
第
丑
ノ
頚
神
経
ニ
起
根
ス

Y
唯
ダ
一
例
（
第
八
例
）
ヲ
見
タ
Y

－ご過

ギ
ズ
（
街
第
七
例
ニ
ア

2
プ
モ
亦
前
例
同
様
ノ
起
根
ヲ
見
Y
モ
右
側
紳
経
A

舌
下
紳
経
下
行
枝
－
二
小
根
司
ノ
求
ム
M
Y

コ
ト
前
述
ノ
如
ジ）。

依
之
観
之
、
横
隔
膜
神
経
起
棋
ノ
左
右
謝
稿
的
起
始
A

稀
有
ナ
Y
モ
ノ
、
如
ジ
。

衣
－
一
横
隔
膜
紳
経
－
一
ジ
ア
何
レ
ノ
頚
神
経
一
一
葉
ノ
主
張
ア
接
ス

Y
ヤ
ヲ
見
Y
ニ
第
三
表
ノ
如
ジ
。

第

高践霊幸校童
右 左 左

右

制I) 飢リ 合計

第 2 I 、。， 

頚

市経申 (20.0%) (10.0%) (15.0%) 

第 4 4 8 凶

額
泊中 (40.0%) (40.0%) (40.0%) 奇互

第 2 3 5 ヨ主
顎

市経中 (20.0%) (30.0%) (25.0%) 
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起
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ユ
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績
ト
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Y
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隔
膜
紳
経
ノ
癒
合
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経
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横
隔
膜
神
経
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ト
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ア
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一
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経
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－
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合
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－
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膜
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一
遁
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タ
リ
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7
5
0
Y
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A
第
三
頚
紳
経
－
一
接
セ
ジ

一
根
A

主
紳
経
幹
ト
合
致
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コ
ト
ナ
ク
ジ
ア
下
降
シ
、
主
幹
－
一
先
チ
ア
模
隔
膜
筋
肉
中
－
一
入
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Y
ヲ
見
タ
リ
ト
報
告
ス
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今
余
ノ
十
一
龍
二
十
側
－
一
於
ケ

Y
横
隔
膜
諸
根
ノ
肉
眼
的
合
一
ニ
就
ア
之

レ
ヲ
見
y

ュ
、
鎖
骨
上
部
ニ
於
ア
合
一
ス

Y

毛
ノ
右
側
五
、
左
側
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、
合
計
十
四
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チ
ぎ
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ま

エ
営
9
鎖
骨
下
部
即
チ
胸
膝
ニ
至
リ
ノ
ア
後
合
一
ス

Y

毛
ノ
右
側
四
、
左
側
一
、
合
計
五

郎
チ
留
ま
ュ
営
Y
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第
九
例
、
右
側
ノ
神
経
－
一
前
遁
ノ
如
ク
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一
根
ヲ
以
ッ
ア
第
三
頭

神
経
ニ
起
始
ス

Y

毛
ノ
ナ
Y
ガ
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例
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ト
ナ
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ア
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－
一
至
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始
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モ
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A
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セ

Y
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横
隔
膜
中
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入
U
F

モ
ノ
等
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一
A

遭
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ス

Y

コ
ト
ナ
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リ
ノ
キ
、
失
－
一
横
隔
膜
神
経
ノ
各
起
枝
ヲ
其
ノ

横
断
蓮
績
哉
片
ニ
ヨ
リ
鏡
検
ス

Y

ニ
肉
眼
的
－
二
根
ト
見
ユ

Y

毛
ノ
A

青
柳
氏
ノ
所
説

ノ
如
ク
ホ
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軍
一
ノ
紳
経
束
ヨ
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ナ
レ

Y

モ
、
向
四
例
－
一
於
－
プ
然
－
フ
ザ
Y
ヲ
見
タ
リ
。

印
チ
第
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例
左
側
二
一
於
ア
A

該
紳
鰹
ガ
有
ス

Y
二
根
ノ
内
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五
頚
神
経
一
一
稜
ス

Y
主
根

A

各
々
外
紳
経
鞘
－
一
ヨ
ワ
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匝
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セ
－
フ
レ
タ
Y
八
束
ノ
第
二
神
経
束
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Z
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Z
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S
E
E
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9
ナ
叫
ノ
、
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降
ス
U
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ツ
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漸
時
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セ
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経
束
敷
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η
ノ
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ジ
ア
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経
－
一
起
始
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ア
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一
紳
鰹
束
ヲ
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セ

Y

一
根

ヲ
包
合
ジ
、
下
降
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－
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部
－
一
至

1
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ア
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経
束
A
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合
一
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、

軍
一
ナ
Y
神
経
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ナ
叩
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外
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－
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叉
第
六
例
右
側
ニ
一
於
ア
A

第
三
頚
神
粧
品
費
ス

Y
唯
一
ノ
起
根
A

頭
部
上
方
ニ
－
プ
A

四
個
ノ
第
二
神
経
束
ヨ
リ
ノ
ナ
Y
ヲ
見
、
而
ジ
ア
下
降
ス

Y

ニ
従
へ
漸
時
併
合
セ
ヌ
レ
其
ノ
束
敷
ヲ
減
ジ
、
胸
腔
中
央
部
－
一
烹
η
ノ
ア
車
一
ノ
紳
経
東
一
一
癒
合
セ
ラ
グ
’
。
叉
第
九
例
右
側
－
一
テ
A

第
五
頭
神

経
ニ
起
始
セ

Y
主
根
A

四
個
ノ
紳
経
束
ヨ

9
ナ
η
ノ
、
衣
デ
第
四
頭
神
経
一
一
起
始
ス

Y

一
一
神
経
束
ト
共
－
一
上
神
経
鞘
－
一
包
被
セ
ラ
レ
ア
下
降
ジ
、

頭
部
下
端
ニ
於
ア
合
一
ジ
ア
一
神
経
束
ト
ナ
リ
ノ
、
街
第
六
頚
神
経
－
一
起
始
ス
Y

一
根
ト
胸
陸
上
部
－
一
於
ア
合
致
ス

Y

毛
尚
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個
ノ
紳
経
束
A

謝

立
セ

Y
催
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一
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紳
経
鞘
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包
被
セ
ラ
レ
、
胸
膝
下
部
－
一
至
Y
ヲ
見
y
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向
叉
第
十
一
例
左
側
－
て
プ
A

第
三
頭
紳
経
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始
セ

Y
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A

、

始
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一
ナ
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紳
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束
ヨ
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ナ
リ
、
同
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紳
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束
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ノ
ナ

y
タ
U
F

第
三
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第
五
ノ
雨
頭
紳
経
－
一
起
始
セ

Y
各
一
根
ト
共
－
一
三
神
経
束
ヲ

作
リ
ノ
、
一
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紳
経
鞘
－
一
ヨ

y
－Y
包
被
セ
ラ
レ
ア
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降
シ
、
鎖
骨
－
一
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キ
頚
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一
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ア
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A
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経
束
－
一
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ジ
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－
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根

A
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一
束
ト
ナ
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、
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－
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合
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ス
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第
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経
束
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Y
僅
胸
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下
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行
ス

Y
ヲ
見
タ

9
。
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一
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一
神
経
束
ナ
リ
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A

二
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束
－
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離
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、
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再
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一
一
脚
経
束
－
一
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一
ス

Y
ノ
事
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A

、
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Y
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致
ス
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膜
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右
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－
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－
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右
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、
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於
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柳
経
束
ト
ナ
リ
ヲ
普
通
ト
ス
U
F
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該
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－
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－
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－
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－
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膜
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－
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検
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－
一
、
内
一
例
ユ
ノ
ミ
該
神
経
A

二
紳
鰹
束
ヨ

y
構
成
セ
ラ
レ
タ

Y
ヲ
見
タ
リ
。
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事
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－
一
由
時
ノ
ア
考
フ
U
F

品
横
隔
膜
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－
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又
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－
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束
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ナ
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胸
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U
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横
隔
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古
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－
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横
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タ
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紳
経
節
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頭
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節
ヨ
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乃
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横
隔
膜
紳
経
幹
－
一
連
絡
ス
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読
キ
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頭
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経
節
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横
隔
膜
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大
ナ
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－
一
ヨ

9
4
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互
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ス
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セ

y
、
而
ジ
－
7
m
o
r
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宮
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－
一
宮
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横
隔
膜
紳
経
A

鎖
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並
－
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叉
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叉
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結
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又
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－
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膜
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－
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－
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－
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右
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右
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右
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